
ニールセンローゼ橋（白銀橋）のステップ解析及び張力管理 

 

㈱IHI インフラシステム  正会員 ○服部 浩太朗 

㈱IHI インフラシステム  非会員  岩見 章博  

 

１．はじめに  

白銀橋（図-1）は橋長 174m の下路式鋼ニー

ルセンローゼ橋である．施工範囲は製作･輸送･

架設工事で，床版は施工範囲外であった．架設

工法はケーブルエレクション直吊・斜吊併用工

法を採用した．当工法は施工事例が少なく，難

易度も高いことから，事前に仮設ケーブル・鉄

塔を含む橋梁全体をモデル化したステップ解

析（解体計算）を行い，算出した製作キャンバ

ーを架設時の施工管理目標値とした． 

２．架設の特徴 

図-2 に架設ステップを示す．本橋梁では特

殊な架設ステップが 2 点ある． 

(1)Step-2 

中央部の補剛桁を先行架設している．直吊ケ

ーブルは初期状態では張力が入っていないた

め，鉛直方向の剛性は極めて低い．そのため，

最初に補剛桁を端部から架設すると，鉛直たわ

みが大きくなり架設が難しくなる．また補剛桁

のたわみ角が大きくなり，支承に大きな回転変

位が発生し，許容値を超える恐れがある．従っ

て，中央部の補剛桁を先行架設し，直吊ケーブ

ルに張力を入れる必要があった． 

(2)Step-4 

アーチを CP1 橋脚側から片側架設している．これは，CP1 側に桁を仮置きする場所がなく，全て A2 側から

桁をケーブルクレーンで運ぶ必要がある．この状態で CP1 側のアーチ桁を架設し終わる前に A2 側のアーチを

架設してしまうと，アーチが A2 側に設置している斜吊索と干渉するため，CP1 側のアーチを先行架設とした．  

３．モデル化の概要 

ステップ解析の解析ソフトは MIDAS/Civil を用いる．要素モデルにつ

いては表-1に通りである． 

節点は格点，継手部，アーチリブ定着点に設ける．主索バックステイは主索全体のサグによる軸力や変位の

影響を解析に反映させるために４分割とした．主索と直吊索の交点間は格点間における主索のサグ量が小さい

ことから，格点は設けない．主索のサグ最下点にも節点を設けた． 

支承条件は，A2 側は橋軸・橋軸直角方向固定，回転方向可動とし，CP1 側は補剛桁閉合までは A2 側と同様

にし，アーチ架設時から橋軸方向を可動とした．また隅角部は剛結として解析を行った． 
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＊ は、補剛桁架設順番を示す。

＊ は、アーチ架設順番を示す。

架設完了後、キャンバー調整・高力ボルト本締→A2支承モルタル打設

補剛桁上で足場を付けた後に架設
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図-1 橋梁一般図 

2 本
1 本
ア－チ

173500

ア－チ
1 本

2 本

3975039750 92000

1
1
0
0
0

A2CP1

平 面 図

側 面 図

2
5
0
00

橋    長

桁    長

支 間 長1000 171500 1000

250250

174000

FM

2
50
0
0

1
78
0
6

11000

3400

6200

アスファルト舗装　t=80mm

鉄筋コンクリ－ト床版　t=190mm

34002100 2100

1
5
00

2.0%

断 面 図

1000

12
00

1000

40128.7

40128.7

0.5722%

橋門構

21435

橋門構

A2CP1

図-2 架設ステップ図 

表-1 要素モデル 
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載荷荷重は，上記要素の死荷重，橋面荷重，足場荷重および直吊索，斜吊索の初期張力とした． 

縦桁，下横構の剛性は主部材の剛性に比べ小さく，モデルが複雑になるため，要素としてはモデル化を行わ

ず，補剛桁に分布荷重として与えた．部材間の結合は剛結合とし，鉄塔基部の面内回転のみピン結合とした． 

４．キャンバー解析 

 本工事では出来形精度の向上を図るために，実剛度，実鋼重

を使用し再解析を行い，製作キャンバー値に反映させた．  

 キャンバーの管理値として，補剛桁閉合後，直吊索解放後を

解析により算出し設計値とした． 

 補剛桁閉合後，直吊索解放後の補剛桁の鉛直キャンバーの設

計値と実測値を表-2，図-3にまとめた． 

そりの規格値は 25±L/2 ≒110mm で，本工事の目標値は規

格値の 80%である 88mm とした．図-3 より，格点の鉛直キャ

ンバーは目標値以内に収まり，目標値を満たしたことがわかる． 

５．張力調整  

 ニールセンローゼ橋は，完成時にケーブル張力が許容値以内

に収まるように管理する必要がある． 

ケーブルの断面は死荷重＋活荷重で決まっている．本工事は

床版工が別発注であるため，橋面工載荷前のケーブル張力の設

計値を解析で求めて，実測値と比較した． 

ケーブル仕様及び配置図を表-3，図-4 に示し，設計値と計

測結果を図-5に示す．C8 と C21 以外のケーブル張力の計測値

は設計値との誤差が 50kN 以内となり，概ね設計値と同じ傾向

であったが，C8 と C21 は設計値より 200kN 程度大きくなった．

そのため C8 と C21 については，死荷重+活荷重載荷したとき

のケーブル張力が許容値以内かどうか解析にて確認した．その

結果図-6 に示すように，すべてのケーブルが許容値以下の張

力に収まっているため，完成時の張力は許容値以下になると考

えられる．C11，C18 の張力が許容値に近いため，橋面工工事

のときに張力を管理する必要がある． 

６．まとめ 

本工法では以下４点が問題になったが，ステップ解析によっ

て，事前に応答値を把握することができた． 

① 架設時の桁の変位量，鉄塔の倒れ量 

② アーチ片側架設時の隅角部の応力 

③ アーチ閉合時のアーチ先端の橋軸変位 

④ ニールセンケーブルの張力 

前例の少ない難易度の高い工法であったが，適切な機材の使

用・解体計算による施工管理等により無事完了した． 
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図-4 ケーブル配置図
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図-5 直吊索解放後のケーブル張力
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図-6 死荷重+活荷重載荷時のケーブル張力

表-3 ケーブル仕様

表-2 鉛直キャンバー 

図-3 鉛直キャンバー誤差 
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